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蜘
妹
薬
理
論
悶
覚
書

渡

透

侃

私
が
高
岡
先
生
在
職
三
十
五
年
紀
念
論
文
集
に
「
需
要
及
供

給
の
弾
力
性
よ
り
導
出
せ
る
経
済
循
環
白
一
理
論
」
を
出
し
た

の
は
昭
和
七
年
の
と
と
で
る
る
が
、
共
の
端
緒
を
農
業
経
済
事

舎
で
護
果
し
た
の
は
昭
和
四
年
の
春
で
過
っ
た
。
共
の
翌
年
に

シ
ユ
ル
ッ
、
チ
ン
ペ
ル
グ
的
、
及
び

9
ツ
売
の
一
一
一
一
事
者
が
同
様
の

護
宗
左
し
た
と
と
は
私
は
知
ら
や
ノ
に
居
た
。
其
の
理
論
を
カ
ル

ド
ア
が
蜘
妹
薬
理
論
と
名
づ
け
、
更
に
最
近
イ
ジ

1
キ
エ
内
は

之
を
以
て
古
典
祇
経
済
鳳
?
の
放
任
論
を
覆
す
も
の
で
統
制
必
要

の
根
操
た
る
も
の
と
し
た
。

斯
く
の
如
き
準
設
の
護
展
は
ム

l
ア
や
シ
ユ
ル
ツ
叉
は
イ

ジ
I
キ
ヱ
ル
の
諸
研
究
を
寵
ん
で
居
れ
ば
自
然
に
出
て
来
る
と

と
は
同
時
蛮
見
の
事
震
か
ら
考
へ
得
る
。
問
題
は
之
を
如
何
に

論
理
す
る
や
で
あ
る
。
論
理
は
数
表
的
並
び
に
幾
何
閏
表
的
以

上
に
解
析
教
事
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
の
苦
辛
は
共
庭

に
あ
り
未
だ
少
し
く
解
け
切
ら
ぬ
勤
を
持
っ
て
居
る
わ
け
で
あ

蜘

株

築

理

論

聞

知

書

る此
理
論
は

ハ
一
)
需
要
弾
力
性
に
比
し
供
給
弾
力
性
が
小
な
る
場
合
時
間

的
に
需
要
供
給
即
ち
債
格
と
供
給
量
の
遁
臆
は
振
幅
を
牧
欽

し
不
動
に
蹄
着
す
る
。

(
二
)
共
の
反
封
の
場
合
は
振
幅
が
摸
散
し
蹄
一
し
な
い
。

会
一
〉
雨
者
等
し
い
場
合
は
輝
一
せ
や
永
久
に
紡
僅
振
動
b
L
槙

け
る
。

と
云
ふ
の
で
あ
る
。

経
済
界
の
事
寅
現
象
と
し
て
此
各
々
が
あ
り
得
る
わ
け
で
あ

る
が
、
自
然
淘
汰
的
に
こ
の
如
き
は
友
く
な
り
、
三
は
存
在
す
る

理
で
あ
る
。
一
の
場
合
も
又
稀
と
な
る
。
シ
ユ
ル
引
は
謎
の
様

に
「
封
鎖
枇
舎
で
は
需
要
供
給
各
の
弾
力
性
は
蹄
一
す
る
」
と

云
ふ
て
居
る
が
三
の
如
き
場
合
が
多
い
と
と
を
示
唆
す
る
。

併
し
短
期
間
に
は
又
は
三
の
如
き
と
と
も
あ
る
。
例
へ
ば
本

邦
米
穀
が
饗
勤
の
値
幅
を
横
大
せ
る
と
と
る
る
如
き
尽
外
地

の
供
給
力
が
増
進
し
共
の
供
給
弾
力
性
が
増
大
し
た
る
如
き
に

よ
る
で
あ
ら
う
。

蜘
妹
某
理
論
の
経
済
均
衡
理
論
破
設
と
云
ふ
の
は
、
前
記
に

於
て
需
要
弾
力
性
が
供
給
弾
力
性
よ
り
も
大
な
る
場
合
自
然
均

七

(1) H. SCHULTZ : Der Sinn der stutistiscben Nachfragekurven.， '30. 

(2) J. TINBERGEN : Bestimmung u. Bedentung von Angebotskurven， 
( 3) U. RICCI : Die "SYNTHETISCHE OEKONOMIE" von H. L. l¥fOOH， 
Zeitschr. f. Nutionaloekonomie， Wien， B. 1. 5. 8， 30. 
c 4，) N. KALDOl~ : A Classi五catoryNote on Determinution of :Equi1ibrillm. Rev. 
of Economic Studies， V 01. 1. '35. 

(5) ~r. EZEKIEL : The "Cobweb" Theorem， Q. J. E. Vol. LIJ. No2 '38. 



蜘

妹

凝

視

論

聞

知

書

衡
す
る
が
、
誌
が
等
し
い
か
又
は
逆
な
る
場
合
永
久
紡
偉
又
は

波
動
の
拐
、
大
に
よ
っ
て
均
衡
し
な
い
と
と
を
考
へ
得
る
か
ら
で

る
る
。
私
も
後
二
仰
の
場
合
が
考
へ
ら
る
L
故
指
導
統
制
が
必

要
だ
と
は
先
の
論
文
で
述
べ
た
。
イ
ジ

I
キ
エ
ル
の
云
ふ
所

と
同
様
で
あ
る
。
華
北
高
商
の
伊
大
地
良
太
郎
氏
ハ
南
邦
経
済

第
六
巻
第
一
一
蹴
昭
和
十
三
年
〉
は
「
古
典
探
理
論
の
桓
軸
に
は

何
人
も
知
る
如
く
債
格
(
泊
費
と
云
ふ
が
E
し
か
ら
ん
)
と
生

産
、
若
く
は
需
要
と
供
給
と
に
闘
す
る
一
般
設
が
ひ
そ
ん
で
ゐ

る
。
:
・
即
ち
そ
の
均
衡
は
た
と
へ
何
ら
か
の
原
因
に
基
い
て
破

壊
撹
凱
せ
ら
れ
で
も
再
び
い
づ
れ
は
元
の
正
常
に
復
す
る
傾
を

持
つ
と
一
匹
ふ
。
・
:
と
の
過
程
は
所
謂
摩
擦
の
理
論
の
説
く
所
で

あ
り
、
減
衰
的
振
動
理
論
と
そ
静
態
経
済
皐
の
根
本
特
徴
で
あ

り
、
従
っ
て
そ
の
破
綻
を
指
摘
せ
ら
れ
る
」
と
す
る
、
而
も
「
掠

散
形
は
振
動
が
弐
第
に
大
と
な
っ
て
、
設
に
は
需
要
供
給
函
教

の
襲
更
を
見
な
け
れ
ば
、
一
般
均
衡
髄
系
よ
り
泊
失
除
外
さ
れ

ね
ば
や
ま
な
い
。
逆
に
之
を
静
態
経
済
壌
の
救
椅
若
く
は
鏑
充

と
考
へ
る
」
一
広
々
。

思
ふ
に
、
蜘
妹
泉
理
論
は
、
需
要
及
供
給
の
弾
力
性
と
云
ふ

限
界
効
用
串
設
と
乎
均
効
用
問
申
設
の
折
衷
の
如
き
も
の
か
ら
同

捜
し
て
経
済
界
の
波
動
を
説
明
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

二
七
四

各
個
の
濁
立
せ
る
需
要
者
及
び
供
給
者
が
会
髄
の
需
給
闘
係
宣

車
に
債
格
現
象
と
し
て
し
か
知
ら
な
い
と
一
広
ふ
と
と
を
前
提
と

し
て
仮
定
す
る
も
の
だ
か
ら
、
そ
れ
が
知
ら
れ
或
は
指
導
さ
れ

又
は
何
等
か
統
制
さ
れ
る
と
共
波
動
は
た
く
な
る
と
と
も
出
来

ゃ
う
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
現
賢
世
界
に
波
動
が
結
え
ぬ
と
と
は

共
の
知
ら
る
L

と
と
少
一
き
と
と
を
示
す
。
自
働
減
表
的
振
動
理

論
が
必
や
し
も
古
典
波
理
論
の
植
軸
で
は
な
か
ら
う
。
個
々
の

経
替
が
大
勢
を
自
発
し
て
趨
躍
す
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
そ
れ

が
事
費
に
趨
せ
歩
、
必
や
指
導
統
制
を
要
す
る
、
と
一
疋
ふ
の
は

や
は
り
世
帯
責
に
基
づ
く
外
な
い
。
経
済
閥
単
と
し
て
古
典
涯
は
波

動
を
扱
は
な
か
っ
た
が
、
共
佐
扱
ふ
必
要
が
出
来
た
と
云
ふ
に

止
ま
る
。
之
れ
恰
も
古
典
的
物
理
皐
が
運
動
の
瞬
間
量
即
ち
式

の
微
分
係
数
の
均
衡
又
は
均
等
に
よ
っ
て
説
明
せ
ら
れ
た
が
、

最
近
の
量
子
物
理
撃
が
、
振
動
即
ち
無
理
数
的
理
論
を
取
入
れ

ね
ば
説
明
が
出
来
守
、
之
を
取
入
る
L

と
と
に
よ
っ
て
一
方
に

は
定
方
向
運
動
を
説
明
し
他
方
に
は
振
動
を
説
明
す
る
詮
が
開

け
た
如
き
に
似
て
居
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

因
み
に
出
見
広
島
は
ズ
イ

1
キ
ヨ
ル
}
聞
え
る
様
な
名
だ
さ
う

で
あ
る
。
エ
ゼ
キ
エ
ル
、
イ
ジ
キ

1
ル
だ
の
イ
l
ズ
キ

l
ル
な

ど
よ
り
イ
ジ

l
キ
エ
ル
と
し
た
方
が
正
し
か
ら
う
。

ハ
昭
和
十
四
年
二
月
中
旬
〉
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